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に進出したことを通 じて,二十世紀初年の-ル- ･モンゴルが指揮 した汎モンゴル統一運動の
成敗について考察 したい｡
マクロの観点から事件を烏轍すると,1911年冬,-ル-はツァーリ･ロシアの支持の下,




ヤスタイに出兵 し,第二段階がホブドに出兵 して,四盟を統一 して,地盤を強固にすることで
あった｡次いで第三段階が始動され,東モンゴル,西モンゴル,南モンゴル等,内モンゴルの
各盟旗に使者を派遣 して概文を伝え,活仏の皇帝即位,外モンゴル独立,モンゴル統一を宣告
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大いに隔たっていた｡この外,外モンゴルは一方で既にロシアに対 して多くの要求を行ってい
た｡例えば,





(4) "ェゼン･-ーン"の称号を承認 し,協約中にモンゴル人民がジェプツンダムバ ･ホ
トクトを奉 じて皇帝にしたことを明文化する｡
(5) 相互に大使を派遣 し駐節 (駐在)させる｡
等々のように｡他方で,外モンゴルは,モンゴルとロシア両国が独立対等の原則に基づき締約
することが必須であるという立場を堅持 し,また,ロシアが提示 した各項の権益要求を拒絶 し
た｡例えば,
(1) モンゴルにおいては土地を購入 してはならず,土地所有権を享有 してはならない｡
(2)物々交換をしてはならず,高利貸しによって利潤を求めてはならない ｡
等々の如 くである｡このため,ロシア外務大臣サゾノフは交渉全権代表の報告に接 した後,コ
ロストゲェッツに ｢起草 した草案は,何カ所も変更 してはならない ｡ 且つモンゴルが要求する
政治的独立及び内モンゴル併合の二点に関しては,絶対に拒絶せよ｡｣41)と訓令を垂れた｡
2.第一次統一独立論争






































































｢親露か親華か｣について,ダー ･ラマは ｢中国代表ナヤントゥが到着 してから,その提示
する条件の如何を視て｣,それから決定 しようと主張 した｡コロストゲェッツは情勢が不利で
あることを見て,｢私はダー ･ラマが侮辱 した為,交渉を停止することを決意 した｡｣47)とモン
ゴルを脅迫 した｡第二回交渉会議は,これにより気まずい雰囲気の中散会 した48)｡
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ると,彼は激怒し,派兵することを決心 した66)｡そして,ツァーリ･ロシアに支援を要請 し,









ロシア軍とモンゴル軍に待ち伏せして攻撃され, 8月20日67)になって, ホブ ド城は持ち堪え
られずに陥落した｡ ロシア領事が進み出て調停 し,参賛痔潤には官兵と共に官印を提出して,
即日ホブドから離れさせ,その後,中国の官兵が再びホブド城に反撃することを認めないこと



















































立国の道の第一は強兵に在り,各盟の兵丁を派遣 して訓練 し,上は活仏を護衛 して黄教を
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プツンダムバ ･ホ トクト･-ーンの冊封を受け,宣統年号から改めて共戴年号を奉 じた88)｡
｢フレー皇帝｣のジェプツンダムバ ･ホトクト･-ーンは,また,勝福を冊封 して ｢花今羽ホロ



















イド旗, トゥシェ- ト旗, トゥシェ一 ･グン旗と約 して,一斉に挙兵 し,同時に独立を宣言
し93),｢今,フレー皇帝は人員を派遣 して加盟に教え導きなされ,並びにロシアを通 して武器
弾薬を供給 して下された｡ここに独立を宣言し,中国と絶縁する｡｣と書かれた ｢東モンゴル
独立宣言｣を頒布 した｡そして,兵を三路に分けて,靖安 (現在の白城市),酉豊泉 (現在の突泉)






鎮圧する命令を下 して,挑凡河にオタイを大敗させたのである｡ トゥシェ- ト旗が未だ呼応に
加わっていなかったことから,ジャライ ド旗はロシア側から銃砲を購入しても,事には及ばず,
オタイは敗れると,泡を食って逃走 した｡間もなく,鎮国公府も撃破され, トゥシェ一 ･グン
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行し,外モンゴルを拒絶 し,中央政府を擁護することを宣言 した｡1913年 10月,東盟主公は,
またも長春において第二回東モンゴル王公会議を開催 した｡これらの会議は,全て,フレー独
立に反対 し,ツァーリ･ロシアの侵略に抗議する決議を採択 し,また,別個にジェプツンダム

















































いないのは, ロシアの干渉を懸念 していたのである｡ ロシアと中国の両国がモンゴルの事
に関する声明文に調印した後は,この種の畏怖心は消失するであろう116)｡
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モンゴルに圧力を加え,可及的速やかに撤兵することを促 した｡1913年 12月29日, ロシア
駐モンゴル外交代表 ミルレルは,ロシア政府に対 して,｢-ル-辺境に撤退 した 〔外モンゴル


































































1915年,中露豪協約を締結 した｡モンゴル側はモンゴル国の国号を取 り消 し,外モンゴル自
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